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序
 

金
水

町
・
？
は
 
明

治
四
 
十
五
 
年
金
木
村
誌
を

襲
行
 
し
 
て
 
村
勢
 
の
 
浩
革
推

移
の

状
 
を
 明
 
か
 
に
 
せ
 
り
 本
 
年
一
一
月
紀
元
 

の
賀

節
を
以
 

て
 
村
を
 
町
 に

改

稽
 
せ
ら
 
れ
 
た
 
る
 
を
 記

念
 
せ
 
ん
 
が
 
篤
今
 回

再
び

金
 
木

案
 
内

を
 
登
行

す
 
る
 の
 
畢
 に

出
 
で
 た
 
り
雨
書
を
封

照
 
ナ」
ば
 
議

者
著
し

ノ、
、其
 
の

進
境

を

看
 
取
 
けー
ん
 
夫
 
れ
 数

戸
 
の
 
緊
落
猶
 
は
 
以
 て
 
村
 
と
 稚
す
 
る
 
を
 得
 
へ
 
し

町
 
に
 
至
 
り
 て
 
は
 
略
ほ
 
各
種
 

の
 
民
業
を
網
羅
 

l
 て
 
益
 
々
 襲
達
 

の
 
徴
 
あ
 

る
 
に
 
あ
ら
 
ず
 ん
 
ぱ
 能
 
は
 ず
 
此
 
の
鮎
 
に
於
 

c
 金
 
木
 は
 
夙
 に

其
 
の
 
素
質

を
有
せ
 
し
 

も
 
這
般

公
 
に
 
認
 め
ら
 
る
 
‘
 に
 
至
 
り
 た
 
る
 
は
 
自
治

開

膿
 
の
 

一
大

面
目
 
ど
 
し
 
て
登
 
に

慶
就
を

禁
ず
 
可
 
け
 
ん
 ゃ
而
 
し

て
 
此
の

機
曾

を

劃
 
し
 て
 
町
勢
 

の
現

状
を

警

表
す
 
る
 
は
 
一
股
地
 

方
自

治

上
啓

沃

・
の

・

資
材
 

ど
 
し
 て
 
深
厚

な
 
る
 
意
義
を

有

す
 
る
 
も
 の
 
と
 謂
 
ふ
 
ヘ
・
し
鼓
 に
 
金

木
町
 

の
 
前
途
を

貌

嗣
し
 

て
 
欣
ん
 
て
 
一
言

を

序
 
す
 

大
正

九
年
五

月
衆

議

院
議

員

徳
選

畢
の
 
翌
 
日
 

見
 
坊
 

田
 

鶴
 
雄
 

序
 

進

歩
 
は
 
此
曾
 
の
 
理
想
 
で
 あ
 
ら
ね
 
ば
 な
ら
 
ぬ
 
我
 
が
 郷
 
は
 
四
百
年
 

の
 
夢

を
破
 
つ
 
て
 
町
と
 
ひ
 
つ
 
た
 の
 
は
 
ー
 
つ
 の
 
進
歩
 
で

〈
の
 る
 併
し
 
進
歩
 
の
 
裏

面
 
に
 は
 
努
力
 
の
 
あ
 る
一
」
ど
 
を
忘
 
れ
「
し
 は
 
な
 
ら
 ぬ
 
一
朝
力
を
 
緩
 

め
 
る
 

・

こ
 
き
は
 
退
歩
 
が
 伴
 
ふ
 
の
 
で
 
め
 
る
 
技
 
に
 
於
 て
 
吾
 
々
 
は
 
精
紳
修

養

の
 
方
 

法
と

・
し
 て
『
自
己

を

知
 
る
（
』
と
 
云
 
ふ
 
こ
 
と
 
は
 
必
要
 
で
 
あ
 
る
 ど
 全
様
 

に
 
町

民
 
は
『町
を
 
知
 
る
』
と
 云
 
ふ
 
こ
 ど
 
が
 肝
要
で
 
あ
 
る
 
風

俗
 
人
情

産
業

交
通
 

運
輸

克
く
 

利
 
害
得

失
を

稽
 
へ
 探

長

補
短
 
の
 
策
を

講
ず
 

べ
 
き
 で
「
あ
 
る

そ
 
れ
 
と
‘
し
 町
勢
 
の
 
登
達
 
は
 
一
 
人
 
一
家
 の
能

く

す
 
ぺ

、
さ
 
で
 
な
 
い
 町
民

共
同

の
 
力
 
に
待
 
た
 ね
 
ば
 な

ら
 
ぬ
 
自
今
百

尺

竿

頭

一
歩
を

進
 
め
 て
 
町

の
 
素
質

充
賓

に

力
行
 
を

望

む
 
次
第
で
 
あ
 
る
 

謂 

\
/
 

(b
 

ノ
、
、
 

‘血
 



る 
l二 

ンっ 
I‘一 

る 
護 
左 
あ 

大
正
九
年
ニ
月
十
一
日
（
紀
元
節
）
町制
施
行
許
可

に
接
し

て
 

町
長
 
高
 

橋
 

月
 
郎
 

町
 
制
 
を
 
い
 
は
 
ふ
 
歌
 

一
、
大
倉

山
 
の

秀
 
で
 
た
 
る
 
金

木
 
の
川
 
の
水

清
し
 

今
日

よ
り

村

は
町
と
な

b
 

い
よ
ノ
、
策
ゆ
る

め
で
た
さ
よ
 

一
，
い
で
や

町

民
も

ろ
と
も
に
 
世

の
な
り
は
ひ
に
い
そ
し
み
て
 

治
ま
る

御
代

の

大
 
正
 
の
 

君
が

恵
み
に

む

く
ひ
な
ん
 

月
 
村
 
拙
 

は
 

・
し
 

が
 

き
 

金
木
町
は
其

の
基
原
遠
く
照
百

年
の
昔
に
あ
り
ど
博
ふ
る
者
あ
る
も

今

日
之
を
顧
れ
ば
譜
事
老
乎

ど
し
て
到
底
尋
ぬ

ぺ
く
も

h
ら
ず
僅
か
ジ
古
爵

の
塵
を
沸
ふ
て
概
略
を
窺
ふ
に
足
る
は

東
津
軽
郡
蟹
 

m
村
大
字
小
図
の
開
組
武
田
ぼ
に
が
し

の
一
家
が
移
り
て
開
拓
せ
り

と
言
ふ
ど
錐
も
是
れ
さ
へ
確
然

あ
ら
き

る
（！
如
し
露
ち
幾
多
停
説
或
け
」ロ
碑
の
博
ふ
る
も

の
あ
る
も
何
れ
ー
ら根
捺
 

な
き
論
議
に
し
て
金
木
町
の
濫
筋

は
途
に
之
を
窺
知

t
能
は
き
る
を
遺
憾
ど
す
 

概
し

て
事
績
を
見
る

に
金
木
町
は
維
新
前
御
役
所
を
此
地
に
置

き
金
木
組
二
十
五
ケ
村
を
管

轄
し

御
臓
奉
行
を
置
さ
て
金
木
組
の
内
十
ケ
村
及
金
木
新
田
十
八
ケ
村
に

於

て
一
高
二
千
石
を
統
轄

せ
り

ど
言
へ
ぱ
営
時
ょ

b
既
に
地
方
の
大
郷
と
し

て
五
所
川
原
以
北

の
文
化
の
中
橿
ご
な
り
入
文
の
登
達

近
郷
に
冠
た
り
而
し

て
之
等
諸
郷

の
物
資
の
集
散
は

ー
に
金
木
町
を
中
纏
し
じ
各
地
に
至
る
を
常
ど

す
る
を
以
て
随
つ

て
商
業
般
盛
に
し

て
商
略
の
機
敏
亦
他
郷
の
比
に
非
ず
唯
工
業
に
至
り
て
は
僅
か
 

に
二
三
製
材
所
、
精
米
業
を
見
る
の
み
凡
そ
加
工
的
生
産
ら
し
き
生
産
物
の
殆
ど
無
之
き
は
余
力
充

分

D
金
木
町
と
し
（ー
「考
省
を
要
す
べ
き
事
な
ら
ん
農
業

に
至
ケ
て
は
五
百
除
町
歩
の
田
野
は
能

く
一
 



菖
八
百
石
の
産
米
を
産
畠
す
ミ
錐
も
未
だ
整
理
す
ぺ
き
耕
地
多

く
殊
に
農
家
副
業
奨
働
の
徹
底
せ
き

る
は
憾
み
な
り
之
を
要
す
る
に
金
木
町
は
今
後
交
通
話
機
闘

の
完
成
．と
相
侯
っ
て
益
々
襲
展
の
機
運

に
遭
遇
し
っ

‘
あ
り

一之
が
達
成
と

否
ど
は

ー
に
町
民

の
協
力
如
何
に
在
る

ぺ
し
這
回
町
制
を
施
行
し

て
人
心
の
析
た
な
る

に
際
し

一
段
の
努
力
を
希
望
す
る

や
切
な
り
 

省
書
中
緊
簡
宜
し

き
と
得
き
る
は

ー
に
材
料
の
存
在
如

河
に
因
る
も

の
に
し
て
杜
選
或
は
遺
漏

の

点
も
多
々
あ
る
べ
く
幸
に
諒
恕
を
乞
ふ
 

大
 
正
 
九
 
年
 
五
 

月
 

小
 
野
 

破
 
琴
 

編
 
者
 

長
 
谷
 

川
 

北
 
来
 

叩
 
騎
」
八
露
 

・
木・
「
 

総
 《

、
 地
 

勢
．
 

金
木
町
は
肯
森

孫
北
津
軽
郡
の
中
央

に
位
し
東
は
大
倉
岳

リ
裾
野
に
し
フ
績
莫
た
る
原
野
畑
地
に
相
連
り

西
は
岩
木
川
を
隔
て

‘
西
津
軽
郡
稲
垣
村

」
接
し
南
北
一
帯
田
園
遠
く
展
け
遥
か
r
岩
木
の
秀
嶺
を
望
み

て
風
光
掬
す
．べ
き
も
の
あ
り
又
金
木
川
の
流
域
は

東
ょ
り
大
字
金
木
の
南
端
を
奔
り
て
岩
木
川

に
注
げ
り

面
積
東
西
二
里

南
北
一
里
二
十
丁
に
し
て
南
西
に
向
つ

て
緩
傾
斜
を
綿
し
土
地
高
燥
水
清
く
地
味
豊
沃
な

れ
ば
作
物
の
成
育
《
に
最
も適
せ
り
 

「
，
 
沿
 

革
 

史
を
按
ず
る
に
金
木
町

（
大
宇
金
木
）
は
維
新
前
に
於
て
御
臓
所
を
置
き
金
木
組
二

十
五
ケ
村
を
管
轄
し

御

臓
奉
行

を
駐
し
c
金
木
組

の
内
十
ケ
村

及
び
金
木
新
田
十
八
ケ
村

に
於
て
一
菖
二
千
石
を
統
幅

せ
り
と
常

時
よ
り
地
方
唯
一

の
大
郷

ケ
し
て
鳶
質
軒
・
プ
較べ
商
業
頗
る
般
賑
な
る
も
の
あ
り
き
爾
米
星
移
り
物
鍵
り

時
に
盛
衰

の
・
・き
に
非
ら
ず

ど
雛
ら
素
ま
h
附
近
村
落

樋
要
の
地

点
な
る
が
故
に
文
物
の
中
橿
と
な
り
同

地
方
大
郷
の
面
目
を
維
持
し
来
れ
h
而
し
て
明
治
十
六
年
金
木
外
五
ケ
村
の
組
合
戸
長
役
m

ーを
此
地

に
置
 

き
同
二
十
二
年
町
村
制
音
施
の
曇
布
と
共
に
金
木
、
川
倉
、
藤
枝
、
蒔
田
、

神
原
の
五
鳳
を

併
合
し

て
村

制
を
施

け
り
其
他
明
治

十
一
年
従
来

の
巡
査
屯
所
を
金
木
警
察
分
署
と
改
構
し

て
小
泊
村
に
至
る
九
ケ
村

を
徴
轄
し
同
一
干
一

年
麗
裁
判
所
出
張
所
を
置
き

て
内
潟
村
に
至
る
六
ク
村
を
癌
域
ど
し

金
木
郵
便
局
は

明
治
七
年
郵
便
取
扱
所
を
設
置

せ
し
が
同
三
十
六
年
官
制
改
正
・と
共
に
金
木
郵
便
局
と
改
稽
し
て
今
H
に

至
れ
り
髪
に

は
大
川
筋

に
神
田
橋
を
架
設
し

て
岩
木
川
謝
岸
の
各
村
ど

変
通

の
便
を
開
き
近
く
は
三
好
村
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度 

年 
を
経
て
五
所
川
原
町
に
至
る
新
路
線
を
盤

き
て
運
輸
の
至
便
に
資
し
或
は
種
付
所
並

に
大
競
馬
場
を
設
け

て
畜
産
奨
励
に
備
へ
又
電
燈
を
布
設
し
蒸
汽
卿
筒
を
設
置
し
て
文
明
の
利
器
を
膳
用
す
る
等
最
近
に
至
り

て
面
目
を

一
新
し
技
に
時
流
の
進
運
に
順
腰
・
して
大
正
九
年
二
月
十
一
日
を
以
て

町
制
を
施
行
す
る
に
至
 

れ
 

三
，
戸
 
ロ
 

本
町
は
面
積
周
園
に
襲
化
な
く
従
っ
て
戸
敷
人
口
の
墳
減
の
如
き
も
甚
だ
緩
慢
び
り

之
を
既
往
五
ケ
年
の

統
計
に
徴
す
れ
ば
戸
数
に
於
て
僅
か
に
七
戸
を
増
加
し
た
る
も
人
ロ
に
於
て
は
反
て
減
少
の
状
態
を
呈
せ

り
是
れ
地
方
共
通
の
趨
勢
に
し
て
近
時
人
口
の
都
曾
吸
集
に
起
因
す
る
慮
な
ら
ん
か
左
に
既
往
五
ケ
年
の

戸
数
及
び
人
口
の
数
を
掲
ぐ
ぺ
し
 

年
 

別
 
戸
 
歎
 
人
 
口
 
男
 
女
 

大
 
正
 
三
 
年
 
七
二

o
 

五
ご
二
六
 
一
二
六

九
九
 
二

五
一
七

大
 
正
 
四
 
年
 

七
ニ
二
 

五
、
三
一
三
 
ニ
、

七
八
三
 
一
、

五
三
〇

大
 
正
 
五
 
年
 
七
二

一
 
五
、

三
一
八
 
二
、

七
三
〇
 
一
、

五
八
八

大
 
正
 
六
 
年
 

七
二
三
 

五
、
一
八
四
 
二
、

六
五
三
 
二
五

三
一

大
 
正
 
七
 
年
 
七

ニ
七
 

五
，
一
二
八
 
一
一
、六
三
一
 
二
四
九

七
 

尚
大
正
七
年
に
於
け
る
戸
数
を
職
業
別
に
せ
ば
農
業
四
百
三
十
四
戸
に
し
て
最
も
多
く
商
業
百
八
十
八
戸

工
業
五
十
五
戸
雇
人
及
び
努
働
者
八
十
五
戸
官
公
吏
畢
校
教
員
神
職
其
他
ニ
十
一
戸
変
通
及
び
運
輸
に
従
 

事
す
る
も
の
十
四
戸
等
な
り
 

‘
 

四
、
 
財
 
政
 

一
般
縄
済
の
膨
張
は
延
い
て
自
治
俸

の
財
政
に
及
ぶ
是
れ
大
勢
の
然
ら
し
む
る
庭
に
り
本
町
歳
入
出
に
見

る
も
之
を
大
正
五
年
度
一ど
同
七
年
度
ど
劃
比
せ
ば
殆
ん
ど
五
割
の
膨
膨
を
来
せ
り
即
ち
左
に
村
視
歳
入
田
 

の
最
近
三
ケ
年
封
照
表
を
掲
ぐ

ぺ
し
 

A
 歳
 

年
 
度

伽
加
伽

購

畔
購

概

麗
幽
総

雌
禁

観

其
他
牧
入合
 
計
 

年
 
度
 
二
看
宝
毛

一
西ハ
円大
 
毛
」
、空
 
八
、天
弔
空
 
「
重
円三
 
舌
0、四
三
 ニ
、署
唱
吾
 
三
、交
二
妻
 

年

度
 

一
、三一
（ハ
、吉
 
ニ
奄
，
兄
 
七」
七喬
 
九
ズ
七
一（
づ七
 
云
吾
量
 
量
ハ
、量
 
二
木
1
0

、
呈
 
西
，ニ
窃
、
8
 

七
年
度
 
二

粟
た
呈
 
見
ニ
ニ
」
 
九火
、
哩
一
三
呈
鼠
、
ニ
九
 一発
，
五
 
ニ査
、
査
 
ニ
、夫
一
」
、
き
 
晃
，ニ
晋
、
支
 

A
 歳
 

出
 

役

場

費
 
土
木
費
 
教
育

費
 
術
生
費
 
勘
莱
費
 
其
他
諸
費
 
臨

時
費
 

合
 
計
 

五
専
・
」
パ
 
三言
二
一
三
 二「
三r玉
 
四
 宅
そ
変
 
「ニ
四
‘晋
 
ニ
三
、ロ
o
 四
，一
」合
、
主
（
 ニ
豆
柔
、
翌
 
一号
交
一
、圭

六
年
皮
一
一
、昌
一
、に
 
ニ0五
、8
 四
、七
一
一（
、景
 

金
、
只
 
吉

ど
口
 
吾
晃
四
バ
四
 
二六宍
、
窒
 

一
四
、
ニ
九
讐
8
 

七
年
度
一
『
ご突
、
異
 
ニ
毛
‘
8
 六
、六
老
，
音
 
八
一
二吾
 
支
只
8
一
（共
査
、
主
 
ニ
、ー
モー
（犬
一
『
 一九
‘ニ
五
只
麦

本
町
の
歳
入
出

は
上
逃
の
如
く
か
』
る
が
其
他
の
租
税
に
於
て
も
逐
年
増
額
し

つ
く
あ
る
は
数
の
脆
れ
き
る

慮

に
し
て
殊
に
孫
税
に
於
て
殆
ん
と

八
割
の
増
額
は
注
目

に
債
す

ベ
・
し之
等
諸
税

に
開
す
る
統
計
如
左
 

A
 園
 
税
 

別
 
線
 

額
 
地
 
租
 

所

得

税
 
管

業

税
 

九
三
全
、
呈
 

七
ニ
ハ
太
、釆
 
一
、

「
「」
、発
 
奄
只

呈
 

石
、
一査
、
究
 

七
二
西
、
三
 
一
、

突

O犬
七
 
、
 
r
o
g七、吉
 

二
金
晃
、
異
 

慌

一
突
三
七
 

三
、一棄
、
一一
一
一
 
一
、ーハ
五
、天
 

A
 懸
 

税
 

線
 
額
 
地

租

視
 
月
敦
割
 
管
業
税
 
雑
種

税
 
禁

概
 
鵬
麟
 

六
、巴
円
呈
 

1一
一
、
三
老
、
ニ
0
 一
、一翌
、
圭
 
異
二
究
 
ニ

ニ
一一
三
、
三
四
 
圭
、
合
 
一一
孟
、毛

八
、空
金
、空

0
 吾
三
三
、三
ニ
 
ニハ
又
三
五
 
突
三
大
ニ
 
二二
毛
、
一
重
 
三吾
ニ
O
 毛
ハ
ご
口

二
、一
」
尭
、
奄
 
五
、一金
、
一
孟
 
一
六
套
五
尼

O
 曇
一
、冥
 
一
、五
兵
、全
 
三
六

石
 
舌
一
」
云七
 

入 

七六五年 

年年年度 

度度度別 

七六五年 

年年年度 

度度度別 



種
 

J *zIJTr 器地地 J也 別 

購踏官公民

麓鷲有有有 

A輸
 

入

数
 
量
 

債
．
格
 

妥
×
8
吊
 
き
只

8
0円

一
五

8
石
 
石
三

8（
〕
 

晋
O
 

一
、五00
 

一「
一
、
8
O
一
 

一（
、五0
0
 

円

0
0
0
援
 

」
一
三

0
0
 

一
一
、一1
00
函
 

一
一
、0
0
0
 

舌
、
O
8
 

一五
、o
t〕o
 

吾
、
0
00
 

一
」只
00
0
 

吾

O呂
一
」
，8ロ

三
一
」0
0
 

一O
、O
8
 

五
、
0
0
0
 

」
一
、0
0
0
 

種
 

類
数

量
 
債
 
格

砂
 
糖
 

五
晋
 
二
、0
0
0
 

木
綿
織
物
 

一吾
、
0
0
0
 

絹
織
 
物
 

吉
、
0
00
 

仕
 
立
 
物
 

玉
、0
0
0
 

古
着
類
 

三
、0
0
0
 

友
 
仙
 
類
 

九
、0
00
 

子
ー
 
ル類
 

七
、00
0
 

綿
 

類
 

八
、0
00
 

糸
 
類
 

兵

8
o
 

化

粧
 
品
 

一
五
、
8
口

一
紙
 
類
 

五
、0
0
0
 

岡
書
維
誌
 

三

0
0
0
 

洋
 

酒
 

三

8
O
 

銅
 
織
 
物
 

昌
、
0
00
 

木
材
及
製
材
 

ニ
五
、00
0
 

陶 嬢煙女茶菓魚肥木石 盟味醤酒米種 
房 	 ‘ 	 類 

器詰草具 

尚
本
町
に
於
け
る
大
正
七
年
度
末
現
在
の
基
本
財

産
は
現
金
九
千
六
百
四
十
八
周
五
十
四
鏡
ニ
厘
土
地
一

町
七
畝
す
歩
建
物
九
百
九
十
五
坪
五
合
な
る
が
之
を
細
別
せ
ば
現
金
に
於
て
基
本
金
二
千
七
百
ニ
十
八
同

十
一
銭
一
厘
（
有憤
証
券
一
千
園
）
恩
賜
救
済
資
金
八
百
三
十
園
三
十
園
三
十
六
銭
】
厘
救
済
資
金
二
千
四

百
六
十
二
園
四
十
六
銭
二
厘
（
有
償
証
券
三
十
園
」
畢校
基
本
財
産
三
百
四
十
八
回
九
十
七
銭
八
厘
役
携
建

築
積
立
金
二
千
二
百
四
十
人
回
六
十
三
鐘
又
土
地
及
び
建
物
は
町
基
本
土
地
一
段
八
畝
九
歩
建
物
ニ
百
五

十
一
坪
五
合
畢
校
基
本
土
地
八
段
九
畝
一
歩
建
物
七
百
四
十
四
坪
等
な
り
本
町
に
於
け
る
土
地
種
目
及
び
 

出
入
調
並
に
地
償
及
び
責
買
僧
格
は
左
表
の
如
し
 

A
 土
土
 
種

目
 
及
出
 
入

調
 

田
 

畑
 

宅
 
地
 
山
 

林
 
原
 
野
 
」
沼
 

池
 

老
一
町児
呈
 
会
町
只
豆
一
西
ハ
鮮九
ニ五
 
翌
町
八
ハ
宅
 
嘱
異
ニ
九
 

ー
 

ー
 
翌

西
 

二
乗
一
 
毛
、量
三

木
号
コ玉
ニ
 

ー
 

1
 
l
i
翌
ハ
 
ー
 

窒
四
R
空
二
 

九
、杏
毛

圭
二
五
0
1
一
 

ニ
豆
三
言
口
 
一（
、丑

舌
 
一
、
金
口
 

五
、究
8
 

ー
 

ー
 

量
、
尭
ニ
四
 
ニ
、ニ
三
ハ
 

ー
三
呈
九
 

ー
 
ニ
ニ
翌
ハ
 

総
反
 
別
 

吉
嘱

o
n
l

宍

奈
二
一
三只

讐
一三
『
完
丑
八

ニ
ニ吃
査
舌

発
、
呆
石
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A地
債
並
費
買
債
格
（
一
反
歩
常
り
）
 

田
 

畑
 

宅
地
（
耳堺
）
 山
林
 
原
野

憂
帳
一
最
高
 
呆
西
四
 
三
ニ
ニ
 
一き
、
8
 
、杢
 
、
竪

地
債
一
最
低
 

九
、一
」
四
 
ニ
、呆
 

五
、8
 
、
】
」ハ
 
・
ニ
七

責
買
一
最
高
豊

口
、8
ニ
8

、
8
一
、五
8
、
00
三
8

、
8
舌
、
8
 

昧
償
一
最
低
ニ

8
、
呂
 
吾
、
8
 
吾
、
口
o
 五只
呂

一
只呂
 

交

通
運

輸
 

一
、
交
 

通
 

本
町
は
南
五
所
川
原
町
を
距
る
ニ
里
ニ
十
五
町
北
中
里
村
を
経

て
小
泊
村
に
至
る
九
里
に
し
て
西
は
武
田
村

へ
二
里
及
び
神
田

橋
（
大
字
帥
原
地
内
）
を渡
り
て
西
津
軽
郡
稲
垣
村
、
車
力
村
，
 

十
三
村
方
面
に
通
じ
就
中
陸
奥
餓
道
開
通
後
は
僅
か
に
二
里
除

五
所
川
原
よ
り
餓
道
の
使
め
り
加
ふ
る
に
水
運
ど
し
て
は
大
字

蒔
田
の
渡
舟
場
よ
り
十
三
港
に
小
廻
船
の
上
下
あ
り
て
輸
出
入

の
便
に
供
す
変
通
機
開
と
し
て
臓
大
字
金
本
本
町
通
り
に
駐
車
 

場
を
置
き
て
各
地

へ
乗
合
馬
車
を
往
復
し
五
所
川
原

へ
は
特
に

定
期
髪
着
を
鴛
し

て
戴
道
ど
聯
絡
を
謀
り
其
他
百
除
壷
の
荷
積

馬
車
慨
は
運
搬
用
と
し
て
貨
物
の
集
散
に
便
な
り
左
は
本
町
に

於
け
る
現
在
の
交
通
機
開
徐
り
 

客
馬
車
八
、
荷
積
馬
車
六
三
，
荷
積
馬
機
ニ
四
三
、
人
力
車
 

一
一
、客
馬
犠
八
、
小
廻
船

一
、
魚
船
三
 

ニ
、
運
 

輸
 

左
に
大
正
七
年
に
於
け
る
本
町
の
輸
出
入
貨
物
の
種
類
及
び
敷

量
償
格
を
掲
ぐ
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銅
織
物
 

曲荒陶

物輸器 

信
 

異 

圭
、
呂
口
 

木
綿
織
物

一
一
六
呂
O
 
絹
織
物

江
、一
」0
0
 
仕
 
立

・
物

九
三
習
 
古
着

伸
維

一
一
、8中
 
友

仙
類

ハ
、ニ
吾
 

ネ
 
ル
 
類

舌
，
口
8
 

綿
 

類

三
、8
O
 
糸
 
類

ろ
、O
8
 
化
粧
品

一
、舌
O
 
紙
 
類

一
一
、
O8
 

諾
車
製
造

一
一POO
O
 
木
 
業
柾

長
O呂
 
打
及
物
 

「
一
、
合
O
 
藁

工
 
品

ニ
、
、
吾
0
 
果
 
賓
類
 

一
）
10

、
0
0
0
 

「
豆
、
0
0
0
 

九
、
0
0
0
 

一
一
、0
0
0
 

吾
呂

o
 

吾
呂
o
 

六
吾
口
 

四
、
0
0
0
 

一
一
、
0
0
0
 

一
三
吾o
 

工
、

0
0
0
 

七
、
0
0
0
 

一
一
、0
0
0
 

六
8
0
 

一
一
一
、

（
）
呂
 

債
 
格
 
種
 
類
数
量
 
債
 
格

ハ
習
、
0
00
円
 
砂
 
糖
 
一
」
0
0得
 
」一
、水
呂
 

糸綿 

錐洋煙

詰酒草 

茶菓 魚肥木石盛味醤酒米種 

類
 
数
 
量
 

杏
、
っ
8
農
 

一
，
0
0
0
石
 

油
 
習
。
 

附
 
ら
、
0
0
0一
 

一
そ
。。o
 

油
 
一
、
0
0
0函

炭
一
吾
、
8
0
 

料
 

類
 

子
 

文
房
具
 

岡
書
雑
誌
 

A
鴛
替
貯
金
振
替
貯
金
其
他
 

・

ー
i
（
口
数
 

一
（
式昌
 
ー
《
 
一
口
数
 

ー
ニ
ハ晃
 

振
蛋
一熱

究
尤
実究
一
」
』
議
渡
一舎
緋
吉
、き
r
H
0
 

貯
金
預
入｛静

オ
九
ヒ
羅
皇鍛

き
・
熱
 

総
替
 

勢
・一
嘉
一
七ー
ー
ユ
ー
ー
、

雄
 

一
孟
 

受
入
 一
「
」
 

金
額
呈
、
曇
円
九
舌
 

量
「
緯二
呆
ニ
一
一
一

一
 

鶴
害
癒
一

ニ
・
九一
一一一
」
 
 

錦
出
轟

一
一
又
元
餌
 

鶴
轟
網

吾
三毛
誌

麟
轟

鵬

釦
、謡
 

振
替

貯
金
 

園
庫

入笠
 

保
験
 

省
郵
便
切
手
類
編
捌
海
五
千
三
百
脳
十
七
貿
八
＋
‘
五銭
牧
入
灘

紙
糞
捌
墓
八
千
頁
六
十
八
躍
凡
銭
な

・n
J可〈郵
便
物

一
日
の
差
立

及
び
到
着
国
敷
は
差
立
玉
所
難
．厚
局
へ
三
鱈
・
叩
塁局
へ
二
図
到

着
周
上
に
・
レて
集
配
菱
数
は
市
内
三
震
）
か
蒔
二度
な
り
 

議藁荒 
工 

菜 I冒1 物 

八
、O
8
 

小
間
物
類
 
ら
、

0
0
0
 

一
一
．
0
0
0
 
果
 
賢
 
類
 

ニ
、0
o
t
)
 

・

一
、
0
0
0
 

．
八
輸
 
出
 

ニ
ニ
、
0
0
0
 

ニ
、ロ
呂
 

喜

（
〕U
0
 

主
、
C
O
0
 

】
、五
只
）
 

一
一
お
、

0
0
0
 

小
間
物
頭
 

七

O
8
 

共
0
0（」
 

製 疏 

菜 

材類 

ユb 
鵬 

物 

麟 

太
鷺

に
於
て
始
め
て
郵
博
制
度
の
施
設
を
見
た
る
は
賢
に
陽
治

七
年

十
月
な
る
が
其
畿
幾
多
の
舞
遷
あ
り
て
今

H
に
長
・ぶ
現
局

長
津
島
忠
次

郎
民
省
詳
細
残
富
唇
衝
搬
に
就
て
見
る
ぺ
L
大
正

七
弾
・度
に
於
け
る

郵
便
事
務
の
成
績
左
の
如
し
 

A
郵
便
電
信
引
受
配
達
其
他
 

通
 
常
 
郵
 
便
 
小
 
包
 
郵
 

便
 
電
 

報
 

引
受
轟
ニ頭

一
馴
受
轟
一
萎
醜

楚
 

配
轟
鷲

熱
一
配
違
霧
一、
琴
山幾
一
一
一

毛
一
 

教
育

産
業
 

一
、
生
 
産
 

本
町
は
地
形
の
闘
係
上
生
産
物
は
米
穀
を
以
て
主
ど
し
之
に
次

ぐ
は
商
業
斯
得
、
他
町
村
ま
り
生
ず
る
牧
人
作
得
米
、
畑
作
、
 

林
産
，
工
産
、
株
券
債
券
，
貸
金
利
子
，
勢
銀
、
旅
客
牧
入
等

に
し
プ
商
業
の
販
路
は
）
誉
皿市
村
．
，嘉
瀬
村
、
武
田
村
、
稲
垣

村
，
車
力
村
機
算
千
五
百
戸
を
供
給
地
と
露
す
米
穀
は
精
白
叉

は
玄
米
に
て
五
所
川
原
、
青
森
，
北
海
道

へ
輸
虫
し
製
材
亦
弘

前
、
青
森
方
面
に
輸
繊
せ
り
即
ち
大
正
七
年
中
に
於
け
る
重
要

生
産
物
の
数
量
及
び
債
格
は
左
の
如
し
 

種
 
目

数
 
量

慣
 

格
 

種
 
目
 

数
量
 
憤
額
 

産
 
米
一
只

八
0
0石
一
」
夫8
O円
家
畜
及
養
鶏
 

二
八
0
0
 

大
 小
一
旦
 

ニ
七
七
 
七
，一四
五
 
養
 
鷲
 

四
O
ロ
 

豆
 

類
 

一
毛
 
ニ
ニ
一
 林
 
産
 
物
 

八
，0
00
 

馬

鈴

薯

き
，
0
8一

 
一
、公
O
 馬
鈴
薯
加
工
品
 

曳
天
一

雑
 

穀
 

元
裾
 
ニ
え
呈
 
乾
 

草

晋
、
0
8石
吾

8
0
 

話
 

瓜
 

一
、O
8
 藁
 
工
 
品
 

・
 

」
一
、
五
00
 

麻
製
麻

）
 

量
毛

畠

稼
賃

金
 

一
一
呈0
0
 

疏
菜
類
 

七
8
0
 精
米

賃
金
 

】
二
五00
 

果
賓
類
 

七
，8
O
 製
材
賃
金
 

晋
o
 

菓
 
子
 

三
、
8
O
 味
 

噌

ニ
O、
8
0三
二
0
00
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